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研究成果の概要（和文）：英語の読み書きが苦手な小中学生に早期に気づいて支援を開始することは，英語教育
の推進のために重要である。我々は英語の視覚的認知能力の側面を評価する認知神経心理学的スクリーニング検
査を開発し，小学5・6年生536名，中学1～3年生682名に実施した。その結果，平均点の-1.5SDをカットオフ値と
した場合，英語の読みに関しては小学生約7%，中学生約9%，書きに関しては小学生5約%，中学生約5%の割合で抽
出されることが明らかにされた。コロナ禍で研究は予定通り進めることが困難であったが，一定の成果を得られ
たと考える。今後はこのスクリーニング検査を読み書き障害の診断のある児童生徒に実施する計画である。

研究成果の概要（英文）：It is important for the promotion of English education to recognize 
elementary and junior high school students who are not good at reading and writing English at an 
early stage and to start supporting them. We developed a cognitive neuropsychological screening test
 to evaluate visual cognitive ability in English and administered it to 536 of 5-6th grade 
elementary school students and 682 of 1st-3rd grade junior high school students. As a result, when 
the average score of -1.5SD is used as the cutoff value, about 7% of elementary school students and 
about 9% of junior high school students will be extracted for reading English, and about 5% of 
elementary school students and about 5% of junior high school students will be extracted for 
writing. Although it was difficult to proceed with the research as planned due to the COVID, in the 
future, we plan to apply this screening test to children with a diagnosis of dyslexia.

研究分野： 言語発達障害学
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研究成果の学術的意義や社会的意義
発達性ディスレクシアのある児童生徒は，第二言語である英語の習得が困難であることは自明であるが，日本語
の読み書きの苦手さが明らかではない児童生徒が英語を学習する際にも，困難が生じる場合があることは未だ認
識されていない。英語は元来英語話者にとっても習得が難しい言語であり，第二言語として学習する日本語話者
にとってはさらに難しいと言える。我々の研究では，視覚的に文字を認識する段階，文字列を正確に認識する段
階，文字列を単語として認識して意味に結び付ける段階を分けて評価できるスクリーニングによって，苦手さを
明らかにするだけではなくどの段階で躓いているかをも明らかにできたことにより，指導支援に有効である。

※科研費による研究は、研究者の自覚と責任において実施するものです。そのため、研究の実施や研究成果の公表等に
ついては、国の要請等に基づくものではなく、その研究成果に関する見解や責任は、研究者個人に帰属します。
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１．研究開始当初の背景 
知的能力障害がないのに読み書きに苦手さのある発達性読み書き障害（限局性学習症の一つ

の下位タイプ，発達性ディスレクシア）は，日本では約 4.5%存在すると言われている（文部科
学省，2012）。この児童生徒たちは日々の学習に困難が生じており，個別の支援と学校全体の取
り組みが必要である。また，日本語の読み書きに苦手さが顕在化していない児童生徒においても，
日本語に比べて習得が難しいとされる英語（Wydell et al., 1999）の学習においては，読み書き
の苦手さが表れることが推測される。 

2020 年から，小学校の英語教育は 3，4 年生では「外国語活動」，5，6 年生では「教科」とな
る。日本語で読み書きに苦手さのある児童生徒は診断の有無に関わらず，第二外国語の学習に困
難を極めることは明らかである。教科であれば成績評価も行われるため，英語の読み書きの苦手
さに早期に気づいて適切に指導する必要があるが，現状は問題の所在さえ認識されていない。特
別支援教育において，英語の苦手さがある児童生徒の早期発見・早期支援は，学習面の遅れや自
尊心の低下あるいは二次障害を予防することにつながることを，広く学校教育現場や教員に啓
発していく必要がある。 
このような状況の中，日本語の読み書き障害の評価診断から指導支援については，スクリーニ

ング（稲垣ら，2010），早期介入（松田, 2016），漢字指導（野口，2010），読みの方略の指導（小
枝，2011）等，わずかではあるが徐々に研究が蓄積されつつある。しかし，読み書き障害のある
児童生徒に対する英語の支援については，英語学習の評価や支援に関する研究は手つかずの状
態であり（小枝，2014），教育的ニーズに応えられる方法論は確立されていない。 
 
２．研究の目的 
本研究の目的は，小・中学生の英語の学習の困難を明らかにするスクリーニング検査を開発し

て施行することによって，児童生徒の英語の苦手さの実態を明らかにし，その児童生徒の早期発
見・早期支援につなげることである。 
スクリーニング検査の施行の対象は，発達性読み書き障害（発達性ディスレクシア）の診断の

ある児童生徒はもちろんのこと，それ以外の通常の学級に在籍する日本語の読み書きの苦手さ
が顕在化していない児童生徒も含めることとする。その理由は，英語の学習にあたって初めて文
字言語の読み書きの苦手さが生じる場合もあると考えられるからである。 
さらに，そのスクリーニング検査の開発後は，日本語で読み書き障害のある児童生徒の臨床群

に，英語学習の支援を行うことを次の目標とする。早期に発見してその児童生徒のつまずきの特
性に合った個別の学習支援を行うことにより，学習面の遅れや二次障害（自尊心の低下など）を
予防することができると考える。 
 
３．研究の方法 
（１）対象 
対象は，A・B県内の公立小中学校の通常の学級に在籍する児童生徒 1,218 名（小学 5年生 267

名・6年生 269 名，中学生 1年生 327 名・2年生 285 名・3 年生 70名）であった。 
（２）課題 
読み書きに関わる認知神経心理学的情報処理プロセスに基づき，問 1：文字識別課題，問 2：

文字認識課題，問 3：無意味語異同弁別課題，問 4：語彙性判断課題，問 5：意味理解課題，問
6：有意味文視写課題，問 7：無意味文視写課題の 7課題を設定した。問 1～問 5は読みに関わる
能力を，問 6および問 7は書きに関わる能力を評価する課題である。なお，使用する単語は，複
数の英語の教科書から，使用頻度が高いと思われる語を選定した。 
（３）手続き 
検査実施者は各学校の学級担任または教科担当教員であり，教室内で集団形式で実施した。教

員は事前に配布された実施手引きに従い，順番に課題を進める形式で行った。さらに，対象者の
うち，小学校児童 111 名と中学校生徒 156 名について，英語教科担当教員に対面で個別に聞き取
り調査を行い，英語教科の読み書きの様子や成績など，「英語の読みや書きに苦手さがある／苦
手がない」の 2段階の評定をしてもらった。 
検査の施行には約 20分程度かかった。問 6・問 7は制限時間を 3分間とした。 

（４）倫理的配慮 
 本研究は，北里大学医療衛生学部研究倫理審査委員会の承認を受けて行った（受付番号：2020-
004）。各学校に対しては，教育委員会を通じて学校長の承諾をいただき，保護者には学校から調
査に参加することをもって同意とみなすこと，調査を受けなくても不利はないことを説明して
もらった。 
（５）分析 
問 1から問 5は正答数を得点とし（各 10点），合計を読み得点とした（50点満点）。問 6およ

び問 7は，1分間あたりの各正答文字数の平均を書き得点とした。カットオフ値の設定に際して
は，Kamioka et al.（2022）の結果に基づき，得点平均の 1.5SD を下回った者をリスク群として



抽出することとした。さらに，本検査の精度を明らかにするため，スクリーニング検査の結果を
検定変数，教員への聞き取り調査の結果を状態変数として，ROC 分析を行った。 
 
 
４．研究成果 
（１）結果 
①学年間で基礎分布に異なりが認められた（p＜0.01）ため，カットオフ値は学年別に算出され
た。 
②各学年の読み得点においては，小学 5年生 7.1％（19 名），6年生 6.3％（17名），中学 1年生
9.8％（32名），2年生 9.5％（27名），3年生 7.1％（5名）の児童生徒がリスク群として抽出さ
れた。 
③各学年の書き得点においては，小学 5年生 4.5％（12 名），6年生 5.2％（14名），中学 1年生
5.8％（19名），2年生 5.3％（15名），3年生 4.3％（3 名）が抽出された。 
④ROC 分析を行った結果，AUC 値は 0.865，感度は 77%，特異度は 99%，陽性的中率は 95.9%，陰
性的中率は 93.6%であった。 
 
（２）考察 
 DSM-5 によると，限局性学習症は，ある学習領域内における到達度が年齢平均値よりも 1.5SD
を下回ることが診断の確実性を高めるものとして必要とされており，これは人口のおよそ 7%に
あたる。本スクリーニング検査ではカットオフ値設定の基準として－1.5SD を用いたが，その結
果，読み得点において 6.3%～9.8%のリスク群を抽出できた。また，AUC は 0.8≦ROC＜0.9 の場合
優れた識別力を有するとされるが，0.865 と高い値を示したことより，本スクリーニング検査に
よって，英語の読みや書きに苦手さのある児童生徒を的確に発見することができると考える。 
また，本検査の構成課題は認知神経心理学的モデルに依拠しており，英語の読み書きの困難さ

の背景となる認知機能を明らかにすることができ，一人ひとりの苦手さに配慮した指導へと繋
げていくことが可能となる。今後はさらに，発達性ディスレクシアの診断のある児童生徒を対象
に本スクリーニング検査を実施してその有用性を確認すると共に，系統的な支援・指導プログラ
ムの開発に取り組みたい。 
 
本研究に関して開示すべき利益相反はない。 
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